



日時：2019 年 5月 23 日（木）午前９時



















































































































































































































































人工知能の時代に思い描く人間の未来 （ 11 ）
で活躍したいと思えば日本のマーケットに依存するしかないと思います。で
も今は世界の音楽事情を YouTubeで見られるし、世界に発信することもで
きる時代だから世界に目を向けてはどうでしょうか。創価大学から世界的な
アーティストが出るかもしれませんね。がんばってください！
男子学生Ｆ　本学創立者から「偉大な指導者は詩人でもある」と教わったこ
とがあります。詩は人の感性を豊かにしてその人の創造性を育む力があると
思いますが、脳科学では詩の価値をどのように捉えているでしょうか。
茂木　優れた指導者というのは言葉の力がある人です。この人について行っ
たらいいことがあると思わせてくれて、人々がついていくのがよきリーダー
です。ウィンストン・チャーチル（Winston Churchill）の言葉はとても詩的で、
第二次世界大戦中にイギリスが空爆を受けて苦しかったときに彼の演説を聞
くと皆が元気になったと言われています。その後、彼はノーベル文学賞を受
賞しました。優れた指導者は皆そういった面で共通しています。日本の指導
者はそういう要素が少ないようですが、これから必要になってくると思いま
す。君もそれを目指してはどうでしょうか。そのときに大事なことは自分の
言葉で語ることだと思います。借り物の言葉は人の心を打たないのです。言
葉にはその人の人生が表れていきます。私は創立者池田先生と往復書簡をや
りましたが、文面からお人柄が伝わってきてとても感動しました。
　ただ危険なのは、あのヒットラーも演説がうまかったと言われています。
どういう方向に進みたいのか指導者の倫理観が問われるところでしょう。
女子学生Ｇ　茂木先生にとって「学ぶ」とはどういうことでしょうか。
茂木　すごくいい質問が続きますね。「学ぶ」とは自分が変わることだと思
います。創造性の最大の形は自分が変わってよりよき人になることです。ア
リストテレスは都市の目的とは人々によき生活（good life）を送らせること
だと述べましたが、自分が変わらないとよき生活にはなりません。
　孔子がすごいことを言っています。「三十にして立つ、四十にして惑わず、
（ 12 ）
五十にして天命を知る、六十にして耳順う、七十にして心の欲する所に従え
ども矩を踰えず」（論語より）と。「七十歳になると、自分の心の欲するまま
に行動しても人の道を踏み外さず、自然にそれが人の道に通じるようになっ
ていた」と言うのです。これが究極の「学び」の結果じゃないでしょうか。
ぜひ皆さんも自分の目標や夢の実現に向けて、「学び」を続けて行ってくだ
さい。
司会　今日はすばらしいご講演を大変にありがとうございました。（大拍手）
